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T. S エ リ オ ッ ト の 『荒地』 のほぼ中央に響き わたるナイ チ ンゲーノレの鳴き声で
ある。 テ レウ ス に辱め られ、 告発の舌を切 り と られ、 烏に変身 した ピ ロ メ ラ の戸は、
第一次大戦直後の物質的にも精神的にも荒廃 し き っ た ロ ン ドンの晩秋 と も初冬 と も
つかぬ 「藍色の時間j を切 り 裂いて、 悲痛である。 同 じその声は第二部にも現代人
の 「汚れた耳に」 さ さやかに示さ れ、 第五部の終わ り 近 く の一行 「イ ツ私ハ燕ニナ
ノレノ ダロ ウーお お 、 燕よ、 燕」 と 関連づけ られている '0
ピ ロ メ ラ伝説は Y ポ ク レスからテ ッ ド ・ ヒ ューズま でおびただ しい詩人たちに霊
感を与え 2、 ノレ一ペンス を筆頭に数々 の画家たちに主題を提供 し て き た。 西洋芸術
にかく も こ の神話が広ま っ た鳴矢濫鰯はオ ウ ィ デ ィ ウ ス の 『変身物語』 第六巻にあ
る. 二五Oあま り の変身揮を複雑に絡み合わせたその書物の語 り その も のが 目 も く
らむばか り の華やかさ だが、 そのなかで も ひ と き わ税者を魅了する挿話のひと つが
ピ ロ メ ラ伝説である固 『荒地』 のエ リ オッ ト も 自 注に件の箇所を参照せ よ と 明記 し て
いる。
2 オ ウ ィ ディ ウ ス の ピ ロ メ ラ伝説
第六巻に書かれた ピ ロ メ ラ伝説は こ う である. アテナエの王は強固 ト ラ キアの王
テ レ ウ ス に娘のプロ ク ヰを嫁がせる。 すなわち�J$Jの端緒には愛ではな く 打算が、
政略結婚があったのである. だから二人の祝典に結婚の守護女神たちは同席せず、
復讐の女神が松明を と もす.
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やがて二人のあいだには息子イ テ ィ スが生まれる が、 妹に会いた い と い う プロ ク
ネの懇願によ り 、 テ レ ウ ス は ピロ メ ラ を迎えにアテナエに向か う 。 が、 彼はピロ メ
ラ の美 し さ を 目 に して欲情する。 姉に会いたい一心の娘から 口づけを受け抱擁 さ れ
る老王に 自 分を重ね、 邪悪な欲望を募らせる。 つま り テ レ ウ スは心の中で近親相姦
を演ず るのである。 王は義理の息子に f父の愛」 を も っ て ピ ロ メ ラ を過 して く れと
頼む。
テ レ ウ ス は 「父の愛」 を実行に移す。 ト ラ キアへ着 く と 乙女を森に誘いこみ、 彼
女を凌辱したのだ。 彼女はどんな事があ っ て も こ の悪事を暴 く と のの し る。 これに
激怒 と 恐怖をおぼえたテ レ ウ スは告発できぬよ う に舌を切 り と り 、 さ ら に辱め た と
伝説は伝える。 妻には妹は死んだと嘘をつ き 、 石牢に閉 じ込め番兵をおいて見張ら
せた。
一年が過ぎるが、 ピ ロ メ ラ は機を織ってテ レ ウ スの所業をプロ ク ネ に知 らせる。
怒ったプロ ク ヰ は バ ッ カ ス 祭 に ま ぎれて妹を救い出 し、 「父に生き写 しの」 我が子イ
テ ィ ス を復讐の犠牲にする。 妹 と 子への愛に引 き 裂かれなが ら、 プロ ク ネは心を鬼
に してイテ ィ ス を刺殺 し、 幼い身体を切 り 刻み、 テ レ ウ ス の食卓にのせよ う と 一部
は鍋で煮込み、 一部は火であぶる。 ピ ロ メ ラ も これに加わった。
テ レ ウ ス には、 由緒ある儀式だ と いっわって、 臣下たちを遠ざけて一人で食事を
と らせたが、 彼はイ テ ィ ス を連れて来い と い う 。 fあなたのお腹の中にいますJ と し 、
う 妻の言葉に王は戸惑 う 。 そ こ に血まみれの ピロ メ ラ が物影から飛び出 して、 イ テ
イ ス の首を投げつける。 王はわが身が息子の基にな っ た と 嘆 き 、 黄IJを抜いて女たち
を追し 、かける。 逃げる姉妹の身体は翼に持ち上げられて宙に浮かぶかのよ う に感 じ
られる。 そ う して一方は森へ向かいナイ チ ンゲーノレに、 他方は屋根の下に潜 り 込み
ツバメ に、 そ してテ レ ウ スは武装した頭部 と 剣の よ う に長い鴨を も っ たヤツガシラ
に変身する.
以上がオウ ィ デ ィ ウ ス の語る ピ ロ メ ラ伝説である '0 こ こ こ には (擬似的) 近親
相姦、 凌辱、 切舌、 子殺 し、 人肉食と 、 おそ ろ し く もおぞま しいエ ピ ソー ドが連続
する。 詩人は しかしこれら を単な る残虐物語に陵める こ と な く 、 見事な心理描写 と
情最描写で活写 して、 驚異の物語に高めている。 ピ ロ メ ラ伝説は こ こ か ら数々 の翻
案を生み、 無数の作品に比輸を提供 した 九
3 ピ ロ メ ラ の変転
シェーク ス ピア も そ う した詩人のひ と り であ る。 『真夏の夜の夢』、 『ノレーク リ ーズ
の凌辱』、 『シンベ リ ン』 には ピ ロ メ ラへの言及があ り 、 『タ イ タ ス ・ ア ン ド ロ ニカ ス』
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では伝説をプロ ッ ト に利用 している。 こ こでは後二者を瞥見 してお こ う 。 と き に 『荒
地』 におけるア リ ュージ ョ ン と して言及 さ れ る か ら だ。
周知の と お り 、 『荒地』 第二部冒頭は 『ア ン ト ニー と ク レオパ ト ラ』 を下敷き に し
た現代女性の豪者な部屋の描写では じ ま る が、 多 く の研究者に よれば、 それに加え
『アェネーイ ス』 のディ ド と 『巻髪盗み』 のベ リ ンダ、 それに 『シンペ リ ン』 のイ
モージェ ンの寝室を連想さ せる(s皿ith p.80 な どl. 娘の眠る部屋に忍び込んだヤー
キモは部屋の細部を記憶 し よ う と 言葉で描写する。 それはたしかに 『荒地』 の部屋
の細部 と 少 しだけ似ている. 彼は本に 目 を と め、 「テ レ ウ スの物語か。 姉の夫である
彼 に ピ ロ メ ラが/力尽 き て犯 された と こ ろでページが折ってある」 と 述べる(2. 2. 11 
45.6)。 こ こ が 『野蛮な王に/か く も酷〈 辱め ら れ」 に反映されている 、 と エ リ オ ッ
ト 学者たちは読む。
『タ イ タ ス ・ ア ン ド ロ ニ カ ス』 では、 タ イ タ スの娘ラ グイ ニアは悪党二人に輪姦
され、 加えて舌と 両手を切 り 取 られる。 無残な姿をみた叔父のマー カ ス は ピ ロ メ ラ
を連想 して嘆き悲 しむ。 犯人を知ったタ イ タ ス は悪党二人の骨と 肉 を彼 らの血でこ
ねあげてパイ を作 り 、 親 ど も の食卓に供して復讐する。 作品は何度も 『変身物語』
に言及 し、 執効に 自 ら の枠組みである こ と を示すが、 プロ ッ ト を進展 させる動因に
はなってお らず、 こ の点、 学者のあいだで論織を呼んで き た。 『荒地』 と の関係でい
えば、 -0四行自 の f時の しなびた切 り 株j なる表現が、 ラ ヴィ ニア の手首のない
両腕を喰えた 「切 り 株」 な る表現一 『 タ イ タ ス』 に五回あらわれる を連想させる と
一部の研究者は指摘する 九
ラ ヴィ ニアが両手首を切断される のは、 ピロ メ ラ の よ う に機を織って犯人を告げ
る こ と を防ぐためだが、 プロ ッ トへの貢献はと も か く 、 シェー ク ス ピアは伝説の要
締をお さ えている。 舌を切 られた ピ ロ メ ラ が機で絵を描 く こ と がなかっ た な ら ば、
犯罪は露見する こ と な く 終わったはずである。 言い換えれば、 伝説に登場する絵は
伝説そのものの母体であったのであ り 、 オ ウ ィ ディ ウ ス の物語は ピロ メ ラ の描いた
絵のエ タ フ ラ シスーー美術作品の言葉に よ る諮 り 直 レーである。 ヘ ッ フ ァーナンの主張
する と お り 、 エ タ フ ラ yス と は母体から胎児を と り あげる よ う に絵画のなかから時
間芸術への契機 を と り 出す産科的営為だ とすれば、 絵 と 伝説の関係はま さ にその典
型であ る 九
4 W荒地』 の ピロ メ ラ
では 『荒地』 の場合は ど う 力、 第三部の豪著な部屋には、 ピ ロ メ ラ変身の絵がか
かっている。 こ んな具合だ。
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古風な暖炉の上に掛け られた絵は
ま る で森の情景にあてがわれた窓の よ う
ピ ロ メ ラの変身だ
( r荒地� 11.97-99) 
ヒ.ロ メ ラ伝説を描いた絵を探してみて も 、 そのほ と ん どは乙女を手簡めに し よ う と
するテ レ ウ スか、 凌辱者に向かつてイ テ ィ スの首を突きつけ る ピロ メ ラ の絵である。
筆者の知る限 り 、 ピ ロ メ ラ の変身をえがいた こ の よ う な絵は存在 しない。 も しかす
る と それは、 オ ウ ィ ディ ウ スの変身の描写がそ っ けなし、からかも しれない。 鳥に変
身する 姿を も っ と も詳 し く 描写さ れる のは、 ピ ロ メ ラ でも プ ロ ク ネ で も な く 、 ヤツ
ガシラ に変身 したテ レ ウス である。 だか ら画家たちの感興を湧き立たせなかったの
かも しれない。 それは、 た と えばダブネが月桂樹に変身する様子が 「見る見る う ち
に、 やわらかい胸は う すい樹皮につつまれ、 髪の毛は木の葉にかわ り 、 腕は小枝 と
な り 、 つい今まであれほど速く 走っ ていた足は強靭な根 と なっ て地面に固着 し ・ ・ ・ 」
と 克明に描写される の と は対照的である。 それかあ ら ぬか、 本に添えられた銅版画
の類を観て も 、 ノレ一ペンスの 《テ レ ウ スの宴》 を眺め て も 、 物語の恐るべき驚異を
一瞬の う ちに凝縮した緊張はそ こ に な く 、 そのこ と は、 た と えば (これは彫刻だが)
ベルニーニの ((ベノレセポネの掠奪)) や 《ア ポ ロ ン と ダフネ》 の達成 と く らべれば明
らかである。 バ ロ ッ ク の冷たい石のなかには物語の熱気と 驚異J脅威のすべてが 閉 じ
込め られ、 そ こ から噴き 出 さ んばか り である。
だが、 問題は絵があるかど う かではない。 エ リ オッ ト の筆力である。 詩人が詩語
のカで絵を描いた点にある。 先ほ どの引用につづけて 『荒地』 は こ う 歌 う 。
野蛮な王に
か く も 酷 く 凌辱 さ れた。 しか しナイ チンゲーノレは
犯すこ と ので き ぬ声を荒野の果て ま で響き 渡らせた
彼女は今 も鳴きつづけ、 世界はし 、ま も 追いつづける
「 ジ ャ グ、 ジャ グ」 と い う 声が現代人の汚れた耳に
( W荒地J 11.99・103)
我々 が こ こ に聴 く のは伝説のいに しえから速く 現代を貫いて響いて く る告発の声で
ある。 も ちろんその よ う な声が絵に書き こ まれている はずはない。 第一絵は存在 し
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ない。 だからその声を不在の絵か ら 引 き 出 した と い う 意味において、 詩人はホ ラ ン
ダーい う と こ ろの 「観念的エタ フ ラ νスj の一つの極点を あ ら わ している 九
これを 「一つの極点」 と し 、 う のは、 ほかでもない、 エ リ オ ッ ト はエ タ フ ラ シスの
見えないカ ンパス を前景化 し て も い る から だ。 あ ら ゆ るエ タ ブ ラ シス には、 過去と
現在の交感 と い う 見えないカ ンパスがある。 すなわち、 過去に現在 と い う 文脈を与
え、 現在から絵の意義を続み直す 占 い う 側面が付随する。 エ タ フ ラ ンスが行われる
と き 、 美術品は詩人の個人的、 公的意味づけ、 さ ら に広 く 社会の、 時代の、 歴史の
意味づけの う えに置き なおされる 九 と こ ろが 『荒地』 の詩人はナイ チ ンゲーノレの
声 に よ っ て 、 その 「見えないカンパス」 を可視化 し、 前長化 し、 さ ら には不在の絵
の一部 と 化 している のだ。 と い う の も 、 fジャ グ、 ジャ グ」 と は烏の鳴き 声である と
同時に、 性交の時に肉 と 肉が こすれて発する音の擬態で も あ り 、 かっその芦は、 い
や、 その音は、 「森の情景」 を こ えて f荒野の果てまでJ 響 き わた り 、 ク レオパ ト ラ
に も ディ ドの寝室 に も 、 そ して 『巻髪盗み』 のベ リ ンダの部屋に も 通 じ る豪警な部
屋の宝石や燭台、 H玄量 を も よおす光の乱反射 と むせ返る よ う な香水の充満を、 現代
人の内面に巣食 う 獣のよ う な欲望の形象と して糾弾する芦 と な る か ら であ る 。 だが、
世界はその声の意味を理解する こ と な く 、 テ レ ウ ス の よ う に ピロ メ ラ を 「追いつづ
け」 ている。 こ の こ と は、 「森の情景j が ミ ノレ ト ンの 『失楽園』 から取っ た表現だと
知 る と き 、 いっそ う 際立った も の と なる。 なぜな ら 、 それはイ ヴを誘惑するためサ
タ ンが降 り 立たん と す る 楽園の情景にほかな ら な し 、 か ら であ る 九 エ リ オ ッ 卜 は今
こ こ に列挙 したすべての要素で一枚の不在の絵を構成 し、 「古風な暖炉の上に」 掛け
てみせたのである "0
こ の こ と は本論官頭に引用 した第三部の鳴き声でも変わ り ない。 秩の紡れたテム
ズ川にはひと 夏の乱痴気騒ぎにも似たア ヴア ンチューノレの残骸が の こ る ばか り であ
る "0 地には鼠が遣い、 屋根裏では骨がカ 夕 方 タ と 鳴る。 都会の喧騒がス ウ ィ ーニ
ーを娼婦まがし、のご婦人ポー タ ーの と こ ろに運ぶ。 夫人 と 娘は避妊に余念がない。
夕暮れ時には、 けだる げな生活を送る タ イ ピス ト 嬢 と 不動産屋の若者 と の情交が繰
り 広げられる。 テ ムズ娘たちのイ ンタ グューにも似た性の告白は悲惨で、無感覚で、
卑屈である。 こ う した現代生活の性的荒廃を無数の引 用 と ア リ ュ ージ ョ ンをち り ば
めなが ら描く その中心部に、 ピ ロ メ ラ の声は響 く のである。 も う 一度引用する。 「ジ
ャ グ ジ ャ グj と い う 音を聴いて ほ しい。
ジャ グ ジャ グ ジャ グ ジ ャ グ ジャ グ ジャ グ
か く も 酷 く 辱め ら れ
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テ レ ウ
( �荒地� 11.204-6) 
第三部に登場する人々 のなかに ピ ロ メ ラ の誇 り を もつ も のは一人と していない。 だ
から彼女の鳴き声は現代を断罪する と 同時に現状をむな し く なぞる 声 と も な る。 き
ょ う も ど こ かでジヤ グ、 ジ ャ グ と い う 音がする。 無数のテ レ ウ ス がいる。 悲 し い ピ
ロ メ ラ がいる。 だが彼 ら に は 自 覚がない。 現代ロ ン ドンのパノ ラ7は 「森の情景J
と 連続 している、 いや、 ロ ン ドンこそが 「森の情景J なのである。
5 プ ロ ク ネの変転
しか し暴虐なのはテ レ ウ ス ひ と り だろ う か。 オ ウ ィ ディ ウ ス を一読すれば分かる
と お り 、 一番の犠牲者はいたいけなイ テ ィ スである。 一連の出来事の一切を知 ら さ
れず、 無残にも母親 に よ っ て切 り 刻まれる のだから。 ス ウ ィ ンパーンの 「イ テ イ ノレ
ス」 は こ の点に着 目 した詩である。 「ツバメ よ 、 わが姉よ おお、 姉なる ツバメ よ/ ど
う して貴女の心は春でいっぱいなのJ 仙 1-2) と は じ ま る こ の詩は、 太陽と春を求め
て屈託な く 南へと 移動する ツバメ に対し、 r，、に し えの悲 しみが続く こ と はないの/
悲嘆の歌がその唇には り つ く こ と はないのJ 白 10-11) と な じる 円 ナイ チンゲーノレ
の ピ ロ メ ラ はツバメ と なって季節を楽 しむプロ ク ヰ に 「イ テ イ ノレスの殺害」 忘却の
罪を責め、
貴女はすっ か り 忘Jもて し ま っ たのね、 夏のツバメ よ
しか し私が忘れる と き は世界の終わ り
( rイ テ イ ノレスJ 11.59-60) 
と 糾弾する.
『荒地』 の草花削者エズラ ・ バウ ン ドが 「第四詩篇J を奮いた と き 、 数々 の詩群 と
と も に、 も しかする と ス ウ ィ ンパーンの件の持が脳裏をかすめていたかも しれない。
二二歳の若き ア メ リ カ詩人が ロ ン ドンに渡った理由 のひと つは、 敬愛する ス ウ ィ ン
ノ《ーンに会 う こ と であったヘ バ ウ ン ドは ト ロ イ の崩壊で詩をは じ め る と 、 やがて
ピ ロ メ ラ伝説 と 中世のカペス タ ン物語ーカベス タ ン と の不倫を疑われたサラマン ド
ラ は、 夫からカベス タ ンの心臓を食べさ せ られるが、 『こ んなに美味な も のをいた
だし、たから には、 も う 何 も 口 に しませんJ と いっ て 、 パノレコニーから投身自殺する
話 と を撚 り 合わせて、 次のよ う な詩行を紡ぎだす。
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ソ フ ァ ーの湾曲 した脚 も と に座って
鈎爪の 足 と 獅干の頭を刻んだ脚も と に座って
ひ と り の老人が低 く もの う げな声で話している 目 "
そ して三度悲 しそ う に イ テ ィ ン、 イ テ ィ ン 『
それから窓辺へ と 女は下が り 、 身を投げた
イ テ ィ ン 『
「そのあいだ、 ずっ と 、 つばめは鳴きつづけた
イ テ ィ ン 1
「血にあ る のはカベス タ ンの心臓だ」
「皿にあ る のはカベスタ ンの心臓ですって
「ほかの どんな味も これを変えますまいJ
それから女は窓辺へと 下がった
細い白い石の手摺は
二重のアーチをな していた
堅い白い石に し っ か り と 押 し 当 て られたすべらかな両手の指
一瞬、 身を揺らす
する と ロ ー ドスから吹 く 風が
女の袖をふ く ら ま した。
- ・ ・つばめたちは鳴きつづけた
イ テ ィ ン 1 イ テ ィ ン ! J 
( r第四詩篇J 11.12.31) 
イ テ イ J
ツバメ はた しかに 「イ テ ィ ス をJ と 鳴 く 。 だが中世の伝説では死を遂げるサ ラ 7 ン
ド ラ が こ こ ではプロ ク ネ と 重ねられ、 ツバメ に変身 して鳴 く のであるか ら 、 「イ テ ィ
ンJ と い う その音は 、 む し ろ カ ベス タ ン ! と い う 愛 の言葉の残響 と 聞 こ えて しま う 。
サ ラ 7 ン ドラが後悔していないのは確かだが、 それと 並行関係にあるプロ ク ネ に罪
の意織はあるのだろ う か。 プロ ク ネは息子を引 き 裂いたが、 サ ラ マ ン ド ラ は愛人を
殺 さ れた。 プロ タ ネは肉を食わせたが、 サ ラ 7 ン ド ラ は心臓を食わされた。 『イ テ ィ
ンJ が喚起するのは二人の女の心情だけではない。 む しろ、 ソ フ ァ ーの足元に座る
老いたテ レ ウ スが、 気 ま ま に空を舞 う ツパ メ の鳴き声にむな し く 重ねる漸憐の念と
も 感 じ られる。 な に し ろ 『変身物語』 で 「イ テ ィ ン」 の語形が使われている のは、
第六巻六五二行の “Ityn huc accersite! (イ テ ィ ス を こ こ に連れて こ し 、) " だけなの
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であるから。 そ して こ こ にテ レ ウ ス の不可能な望みを聞き と げればと げるほど、 ツ
パメ と な っ たプロ ク ネの心はなおいっ そ う 推 し測 り がた く なる。 イ テ ィ ス に対する
哀悼はあ る が 、 プロ ク ネ の罪の繊悔は不明瞭なま ま ツバメ の声音は大空を突き 刺す。
結局、 この待がめ ざすのは二つの伝説の重な り と ズ レが生み出す終わ り な き意味の
揺ら ぎにある と い う ほかはない。 そ う しておいて詩は、 こ の あ と ピエーノレ ・ ヴィ ダ
ノレの中世伝説 と ア ク タエオンの神話の新たな混交に切 り かわ っ て ゆ く のである 140
パ ウ ン ドが 「第四時繍」 を雑誌に発表 したのは二O年の こ と である 15. これを読
んだエ リ オ ッ 卜 はその待美の極致と もい う べき 言葉の綾織 り に も かかわ らず、 い く
つかの点で不満であったに遣いない。 と り わけ現代生活に関する批評精神の欠如 ( と
少 な く と も彼に見えたもの) にエ リ オ ッ ト は看過でき ない欠点をみたはずである。
た しかに冒頭の ト ロ イ 炎上の将行は第一次大戦の隠輸 と 読め ない こ と はない。 掠奪
されたエ ウ ロパを求めて船出するカ ドモスへの言及も 西欧の再建をめ ざす旅立ち と
統めるだろ う 。 ま た 、 な る ほ と'パ ウ ン ドの詩は 「今やケ ン タ ウ ロ ス は ロ ーム層の/
泥棒に足 を と られる」 の一文で締め く く られて も いる。 ギ リ シヤ ・ ロ ー7の神話的
活力は泥の よ う な現代文明 にあっ ては身動き な ら ない と い う わけだ. だが、 その音
闘はなん と 明 る く 余観的である こ と カL も ち ろん、 パ ウ ン ドには現代生活を楓刺 し
た短詩がい く つ も あ る し、 fモーパ リ ー』 もある。 しか し 「詩篇」 は古典世界 と 中世
に遊ぶばか り で、 目 の前の地獄を直視 していない。 おそら く エ リ オッ ト はそ う 感 じ
た こ と だろ う。 そ う 推断する直接の証拠はない。 だが、 後年彼が発表する有名な一
文 rwユ リ yーズ』、 秩序、 神話」 は、 神話を 「用いるJ こ と は、 「今 日 の歴史である
不毛性と 無秩序の一大ノξノ ラマを統御 し、 秩序化 し、 これに形 と 意義を与える 方法」
である と 高 らかに宣 している(Selec白dPlVSe p.177 )。 すでに 『ニO年持集』 に も そ
の萌芽がみられる こ の方法意織からすれば、 パ ウ ン ドの神話は現代生活を批評する
手段ではな く 、 自 己 目 的化 してい る と 感 じたにちがいない。 その意味で、 『荒地』 の
ピ ロ メ ラ伝説は 「第四詩篇J に対するエ リ オッ ト の応答ではないだろ う か。 二一年
の冬、 詩人は 『荒地』 に着手する。
6 .  W荒地』 のプロ ク ヰ
私見では、 エ リ オッ ト は も う ーか所で応答 している。 それが、 本論冒頭で言及 し
た第五部の四二八行 目 「イ ツ私ハ燕ニナノレ ノ ダ ロ ウーお お 、 燕 よ 、 燕」 である。
『荒地』 草稿を見る と 、 この一行を含む終結部を当初、 エ リ オッ ト は次の よ う に
書いていた。 四二七行 目 か ら 引用する。
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Y ウ シテ彼ハ劫火 ノ ナカニ姿ヲ消シタ
では、 仰せの通 り にい た し ま し ょ う 。 ヒ エ ロ エモはまた気が狂った。
廃撞ノ 塔 ノ ア キテーヌ公
私はこれらの断片でわが廃嘘を支え て き た
ダ ッ タ。 ダヤ ド ヴァ ム。 ダームヤタ。
シャ ンティ シャ ンテ ィ シ ャ ンテ ィ
見ての と お り 、 四二八行自 は ト7 ス ・ キ ッ ドの 『スペイ ンの悲劇』 か ら の引用 「で
は、 仰せの通 り にいた しま し ょ う 。 ヒ エ ロ ニモはまた気が狂った。 」 だった。 と こ
ろがエ リ オ ッ ト はそれを 「イ ツ私ハ燕ニナノレノ ダロ ウーお お 、 燕よ、 燕J に書き換
えて、 消 した一行全体を 「私はこれら の断片でわが廃櫨を支えて き た」 と 「ダ ッ 夕 、
ダヤ ドグア ム、 ダームヤ タ 。 」 のあいだの狭い隙間に書き こ んだのだ(草稿pp.80.81l1G，
その結果、 次の よ う な現行版 と な っ たのである。
Y ウ シテ彼ハ劫火 ノ ナカニ姿ヲ消シタ
イ ツ私ハ燕ニナノレノ ダロ ウ おお、 燕よ、 燕
廃櫨ノ 塔 ノ ア キテーヌ公
私はこれらの断片でわが廃櫨を支え て き た
では、 仰せの通 り にいた しま し ょ う 。 ヒ エ ロ ニモはま た気が狂った。
ダ ッ タ。 ダヤ ド ヴァ ム。 ダームヤタ.
ン ヤ ンテ ィ シャ ンテイ シ ャ ン テ イ
( r荒地� 1l.426-33) 
つま り 、 詩人は当初、 わが子を殺された ヒ エ ロ ニそが復轡 を と げて舌を噛み切 り 果
て る物語の一部を利用 したが、 さ ら に 「情欲J r凌辱J r復讐J r殺害J r人肉食J r逃
亡 と 追跡J r変身J な と・複数のテーマが絡み合っ た神話を追加する こ と で、 難解な終
結部をいっ そ う 難解かっ緊張に満ちた詩に した。 はた し て こ こ にいる 「私」 に と っ
て、 四 月 は相変わ らず 「最も残酷な月 」 なのだろ う か。
雷の啓示にいたる黙示録的幻視の連続に身を さ ら した 「私」 は、 あま り の種I撃に
世界崩壊の感覚に襲われなが ら、 詩句の断片を次々 に思い浮かべる。 それらは罪 と
浄化、 飛遊と 幽 閉 、 悔恨 と希望と絶望 と 狂気の断片である。 「イ ツ私ハ燕ニナノレノ ダ
ロ ウJ と は、 しかしオウ ィ デ ィ ウ スではな く 『 グ ィ ーナス前夜祭』 九O行 目 か ら の
引用である。 そ こ には 「私の春はいつ来るのだろ う 、 私も燕 ( と 化 したプ ロ ク ネ)
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の よ う に、 沈黙を終わ り に して歌わねばJ と い う 強い決意が う たわれている 九 逆
に言えば、 私が 「沈黙」 を破 り 歌っ て初めて、 「私の春J は来る のである。
では、 「私J が沈黙を破 り 、 春を呼ぶために う た う 歌は、 どの よ う な歌か。 詩は
前行において 『神幽』 の 『煉獄編』 第二六歌か ら f ソ ウ シテ彼ハ劫火 ノ ナカニ姿ヲ
消 シ タ 』 を引用 している。 現世におけ る 自 分の罪を告白 した後、 浄化の炎に飛び込
むアノレナ ウ ト ・ ダニエノレの姿である。 と い う こ と は、 「私J が 「燕」 と なっ て う た う
歌は、 テ レ ウ ス の凌辱の告発ではな く 、 イ テ ィ ス殺しに匹敵するわが罪の告白以外
にないであろ う 。 だが、 つぎに 「私J が 自 己をなぞ ら え る のは、 廃嫡に追いこまれ
塔に幽 閉 さ れて死の淵て錯乱に陥るア キテーヌの姿である。 領地 と 陽光を奪われ錯
乱する彼は、 地獄の川辺の ほ と り で二度、 オノレフ ェ ウ スの竪琴にあわせ歌声をあげ
た と 諮る。 そ う して 「私」 が燕と な る 日 は不明のま ま 終わる。 罪の繊悔は行われな
い。 だか ら一行あ と に 、 表面的には依頼に同意 を も っ て応えなが ら 、 心の奥ではこ
れを復讐の機会 と と ら え る ヒ エ ロ ニモを引用する のは、 き わめて論理的である。 「私」
のなかの ヒ エ ロ ニモは、 今なお貴11の よ う な鳴でイ テ ィ ス殺害の罪にま みれた姉妹を
追し、かけ る テ レ ウ ス に通 じて い る か ら だ。
こ う してみる と 、 た しかに春は遠い。 来た と して も 、 はや り 「最も残酷な月 J
である こ と だろ う 。 し か し こ の 「燕」 の一行には自 己の罪に対する繊悔の契機があ
る。 つま り 『荒地』 は現代社会の荒廃を超越的視点、から 嘆 き 、 嘆息するだけでな く 、
その閉 じ荒廃を自 己の中心にかこつこ と を 自 覚する詩である。 そ してその 自 覚 な し
に詩は真の意味で現代社会を断罪する楓刺黙示録にはな り えないこ と を、 四二八行
目 の書き換えは示 している。
注
- 本輸を書 く にあた り 、 原稿の途中段階で同様の関心を抱 く 畏友 ・ 山 口 均氏 と 意見
交換 し、 多 く の貴重なコ メ ン ト をいただいた。 本論に誤 り があれば、 も ち ろんすべ
て筆者の責任である が 、 こ こ に謝辞を記したい。
. �荒地』 については次の二冊に基づいている。
Eliot， T.S. Collected Poems 1909・1962. London: Faber and Faber， 1977 
Eliot， T.S. The Waste Land: Fl窪田:imile & ']}ansc.口ipt of the Oáginal Dra.丘g
including the Anno臼I:ùms ofEzra Pound. Ed. Valerie Eliot. 1971. London: Faber 
and Fabeζ 2010 
・ オウ ィ デ ィ ウ ス については下記ほか Arthur Golding を含め、 数種の英語釈を参
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照 し、 田 中秀央 ・ 前田敬作駅 『転身物語』 人文書院から 引 用 さ せていただいた.
Ovid (Publius Ovidius Na田，). Me臼'mo.伊，hoses I. London: Harvard University 
Press London 1971 CLoeb Classical Library) 
・ 訳文は 『転身物語』 を除き、 すべて拙訳である。
1 それぞれ、 204-6、 103、 428 行 目 、 およびエ リ オ ッ ト の 自注を参照。
2 ソポク レ ス は 『テ レ ウ ス』 と い う 作品を書いた こ と が知 られているが、 失
われて しまい、 断片が残っているのみである。 Ted Hughes には TaJes ñvm 0町d
CFaber &Faber 1997) と b 、 う 作品がある。 また、 42 人の英語詩人の饗宴 に よ る After
O円'd : New M伯morphωes CFarr叫 Straus and Giroux 199心 品 、 う 企画ア ン ソ
ロ ジー も あ る。
3 伝説にはいく つかの異種があ り 、 オ ウ ィ ディ ウ スは姉妹の ど ち ら が ど ち ら
の鳥に変身 したか唆昧に記述 している のだが、 通常、 ピ ロ メ ラがナイ チンゲーノレ、
プロ ク ネがツバメ と 考え られている。 詳 し く は M∞dy， pp.103-04 を参照。
4 こ う した例はあま り に も 多いので、 一つだけあげてお く 。 気鋭のイ ギ リ ス
人IJ!昨家百皿herlake Wer匝nbaker の The Love ofthe Nigh加gale Cl989)は ピ ロ メ
ラ伝説を主軸にした怪作である。
5 た と えば、 Brown， p.183 な ど。
6 .  Heffernan，p.5 お よ び p.47 を参照。 ヘ ッ 7 7 ーナンはオウ ィ デ ィ ウ スのラ
テ ン語の多義性にふれなが ら も 、 凌辱の話全体がエタ フ ラ シス だ と 解釈でき る と 倫
じ る が 、 筆者は ピ ロ メ ラの織った機織 り のなかに伝説全体のポテ ンシヤノレがある と
考える。 すなわち物語全体がエタ フ ラ シスである。
7 ホ ラ ン ダーはエ ク ブ ラ シス を 、 実在の特定でき る美術品を描写 した “actual
ecphrasis" と 、 神話 ・ 伝説の品 を含めて実在 し ない美術品を描いた “notional
ecphrasis" の二つに大き く 分類 して論じている。 Hollander， pp.3-43 を参照。
8 た と えばロ パー ト ・ プラ ウニ ングの 「わが先の公爵夫人」 の場合、 過去、
すなわち一枚の絵に凝縮された公爵夫人の生活 と 性格 (それが どのよ う な もので
あ る にせよ) が現在の文脈、 すなわち公爵夫人は死んでいる こ と 、 一六世紀のフ
エ ラ ーラ公爵は次の花嫁を要ろ う と している こ と 、 いま、 その花嫁 族の使者を
前に絵と について話している こ と 等々 、 諮 り の現在の文脈すべてのなかで再解釈
が な さ れているわけである。 ただ しその過去 と 現在の関係についてはい く つも の
読解がおこ なわれてお り 、 現在も議論 さ れている。 詳 し く は拙論 「私を見て 1
" . ゴ ー ホ
詩t 絵画の競合/闘争 ロノ《ー ト ・ プラ ウニン グの場合J CW河村錠一郎喜寿記念論
88 ピロメ ラの伝身、 プロネクの転身 閉山 の刷、のピロメ ラ伍盟
文集 (仮題u 東信堂 2013 年 5 月 刊行予定) を参照。
ただ、 「わが先の公爵夫人のI の場合、 持が書かれた と き のプラ ウ ニ ング夫妻
の関係、 ヴィ ク ト リ ア朝社会におけ る 婚姻関係な ど、 詩のおかれた 「見えないカ
ンパス」 は見えないま ま である。 これを可視化 した点に 『荒地』 のエ タ フ ラ シス
の特異性がある。
9 .  Paradise Los� Book rv， 11.131-41 を参照。 この森の情景は 「雅歌J 4 の
12 を下敷き に してお り 、 新床の妻を暗示 している。
10 デ ィ ッ キーは 『荒地』 第 2 部冒頭の 11.77・110 を ダンテ ・ ゲイ プ リ エノレ ・
ロ セ ッテ ィ の 《 レディ ・ リ リ ス》 のエ ク ブ ラ シスである と 論 じていて興味深いが、
筆者は意見を異にする. 第一に、 そ う 読むにはあま り に も多種の文学作品に対する
ア リ ュ ー ジ ョ ンがある。 第二に、 詩はディ ッ キーの指摘する と お り 『閉所恐怖症を
引 き 起 こ し そ う な雰囲気」 ωickey， p. 107)だが、 絵のほ う にそ の よ う な雰囲気は峨
じ られなし、からである。 Dickey， pp.l06-10 を参照。
11. 178 行 「絹のハンカチ」 と は、 当 時使われた避妊道具である。 Calder， p.62 
を参照。
12 ナイ チンゲーノレが美声の鳥であるのに対し、 ツバメ は古来よ り 鳴かない鳥
と されてきた。 ス ウ ィ ンパーンはその点を利用 してもいる. 異種のなかには、 舌を
切 り 取 られた ピロ メ ラ が美声のナイ チンゲーノレに変身するのはおか し い と 考 え られ
たのであろ う 、 彼女がツバメ に、 そ してプロ ク ヰがナイ チンゲーノレに変身 し た と い
う グァ ー ジ ョ ン も ある.
13. w:品el皿， p.11 を参照。
14 吟遊詩人ピエーノレ ・ ヴィ ダノレは貴婦人 口ーパ ( r雌狼」 の意) に恋を し 、
戯れに狼の皮をかぶって森を駆けたが、 猟犬に襲われて大け が を した と い う 伝説が
あ る。 Hue缶er， pp.176・77 を参照。 パ ウ ン ドにはこ の伝説を主題に した “F回目 Vidal
OId" と い う 短詩があ る 。 ア ク タ エオンの神話については 『転身物語』 第三巻を参
照。
15. r第四詩篇」 は雑誌に発表 される前に、 ま ず豪華版単行本 と して 80 部余 り
出版 された。 1919 年の こ と であった。 出版社はオウ ィ デ ィ ウ ス 出版 と い う . 詳 し く
は Gallup， p.27 を参照。
16 第五部には手書き清書原稿 と タ イ プ原稿があ り 、 こ こ で参照 しているのは
前者である。 手書き原稿における終結部の修正を さ ら に正確に記す と 、 エ リ オ ッ ト
は最後か ら二行 自 の “Datta， dayadhvam. damyata."を一度抹消 している。 そ して
“Datta. Dayadhva皿. damyata." と 書き 直 している。 D の大文字、 小文字、 カ ン
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7 と ピ リ オ ドの遭いに注意 してほ しし」 こ の抹消 と 書き 直 しが四二八行自 の変更の
前か後かは判然 と しないが、 筆者は後だ と 推測 している。 ちなみに タ イ プ原稿では
“Dat'同 Dayadhvam， Da皿ya阻 " と な り 、 現行版 『荒地』 は最後 の グ ァ ー ジ ョ ン
を採用 している。
17 “Pervigilium Veneris" について Moody が 目 覚ま しい論文を書いてお り 、
大いに啓発されたが、 『荒地』 がプロ ク ヰ=ナイ チ ンゲーノレ、 ピ ロ メ ラ=ツバメ と し 、
う 伝説 ヴ ァ ー ジ ョ ン に し た が っ て書かれて い る と する解釈には同意でき ない。
Moody pp.85・111 を参照。
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